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　2014 年 12 月 6 日（土）午後 1 時より、大学史資料室と恒藤記念室の主催による第 6 回恒
藤恭シンポジウム「戦争の世紀と恒藤恭の平和主義Ⅱ」が、学術情報総合センター 10 階会議
室で開催された。
　まず安竹が開会挨拶ののち、前回（第 5 回）シンポジウムの概要、および今回も前回と同様
のテーマを掲げた理由につき説明した。すなわち、「戦争の世紀」（20 世紀）に生き、戦後い
ち早く日本国憲法の世界史的意義を説いた恒藤の平和主義を、より深く具体的に掘り下げたい
という本シンポジウムのねらいと、これに関する両報告の位置付けについて紹介した。前回の
シンポでは、恒藤の青年期における平和主義の萌芽、第一次世界大戦後の平和主義の原点とそ
の確立、敗戦後におけるその開花、などが主たるテーマであった。今回は太平洋戦争期に焦点
を絞り、その時期的な間隙を埋めるとともに、「教育者」あるいは「私人」としての恒藤にも
着目しようという試みであった。
　続いて行われた報告は以下の通りである。
［報告］
「戦時下における恒藤恭の国家思想史講義」
　　　　　　　　　　　　　中村健吾（本学経済学研究科教授）
「恒藤恭の戦時体制への対峙と戦後への展望−「戦中日記」の分析から−」
　　　　　　　　　　　　　広川禎秀（恒藤記念室特任教授・本学文学研究科名誉教授）
　司会は桐山孝信（本学副学長・法学研究科教授）および村田正博（本学文学研究科教授）が
つとめた。
　まず中村報告では、大学令の変更（1939 年）により、大学の目的が「皇道の道に基づき
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国家思想の涵養、人格の陶冶に務むべき」とされたこと、これに伴い、本学前身校の一つであ
る商科大学においても、従来の「社会思想史」講義が「国家思想史」へと名称変更されたこと、
そして、その講義を 1941 ～ 42 年にかけて担当したのが恒藤であったことが示された。その後、
恒藤の「国家思想史」講義ノートを主な分析対象として、彼がカントやヘーゲル哲学に関する
講義を通じ、大学令の変更は意識しつつも、学生たちには旧大学令（学術の理論及応用を教授
し、並にその蘊奥を攻究するを以て目的とし兼て人格の陶冶及国家思想の涵養に留意す）に則っ
た講義を敢えて行ったこと、そしてその核心には「『自己自身の人格性』を尊重せよ」という、
恒藤の強いメッセージが込められていたと考えられること、などが論じられた。
　続く広川報告では、恒藤の「戦中日記」（1941 ～ 45 年）を主たる素材に、同時期における
彼の日記の記述スタイルがこれ以前の時期とは異なり、所見や評価がほとんどなくなって事実
の摘要が主になること、しかし、戦局の推移あるいは世界や身辺の出来事については詳細に綴
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られたこと、したがって日記の表面にはあらわれないものの分析が必要かつ重要であること、
などが解説された。さらに日記の内容の分析を通じ、恒藤が早い段階で日本の敗北を予測して
いたと考えられること、日記でさえも自己の認識は秘匿せざるを得ず、時に意に反する表現を
強いられることもあったこと、しかし、この時期に恒藤の「時代に対峙する姿勢」はより磨か
れ、戦後の彼の積極的な活動や表現の基礎を形成したと考えられること、などが述べられた。
　その後、フロアから書面あるいは口頭による多くの質問がなされ、両報告者あるいは司会者
も交えた応答が活発に行われた。終了予定時刻を約 15 分超過し、盛況のうちに閉会した。
　また今回も会場の一角を利用して小展示コーナーを設け、恒藤が学徒出陣学生のために書
いた日の丸の寄せ書き、「国家思想史」講義ノート、戦中日記、商大事件の概要などを展示し、
休憩時間などに来場者にご覧いただいた。
　参加者は 70 名をこえ、大阪のみならず、兵庫県・岐阜県・静岡県など遠方からもお越しい
ただくとともに、本学の学生の姿も散見されたのが非常に印象的であった。
　恒藤が 20 世紀に生涯をかけて追求した「平和主義」は、昨今のわが国および世界を巡る情
勢に鑑みれば、現在も決して色褪せてはおらず、むしろその重要性の再確認や深化の必要性が
不可欠であることを、皆があらためて認識しえたシンポジウムであった。
　なお、中村健吾氏には、報告をより深化させた論考および「国家思想史」ノートに詳細な注
を付した翻刻を寄稿していただいた。これらを本紀要の巻頭論文として掲げた。
　また、今年度の「恒藤記念室叢書」として、戦中日記の翻刻を準備中であることから、これ
に今回の広川報告を基調とした詳細な解説を掲載することにした。年度末に刊行予定であり、
こちらもご参照いただけたなら幸いである。
安竹貴彦（大阪市立大学大学史資料室長）
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